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Sentinel lymph node biopsy with preoperative CT lymphography and 
intraoperative indocyanine green fluorescence imaging for N0 early tongue 





























































① CT lymphography のみでのセンチネルリンパ節の同定率は 100%ではない
のか． 
② ICGより CT lymphographyの方が，同定率が低いということか． 







① 本研究では 1例のみ CT lymphographyでセンチネルリンパ節を同定できなか
ったため，同定率は 96.3%であった． 
② CT lymphography よりも ICG のほうがセンチネルリンパ節に流れやすいた
め，CT lymphographyの方が，同定率が低かった． 
③ 多施設共同研究で前向き無作為化比較試験を行う必要がある．まずは，RI
法との非劣勢試験を行った後，本法による群と腫瘍切除および予防的頸部郭
清を同時に行った群とを比較し，本法が少なくとも非劣勢であることを示す
ことで，低侵襲な治療を確立したい． 
④ 当科で腫瘍切除のみ行い，定期的な経過観察を行った群も調査しているが，
本法による治療法のほうが予後良好であった． 
 
 
本研究は，RIを用いずにセンチネルリンパ節生検を行い，その有用性について
検討を行ったものであり，学術的かつ臨床的に高く評価できる内容である．また本
研究により得られた知見は更なる研究立案にも貢献するものと期待される．したが
って，審査の結果，本研究は博士（医学）の学位に値するものと判定された． 
